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内容の要旨及び審査の結果の要旨
TriC/ZoSPOro7z6edgeJjjによるラットの上行性腎孟腎炎モデルを作成し，組織学的，細菌学的に検討するとともに，
腎内キサンチンオキシダーゼ（xo）活性を測定し，Ｔ・MgeJjj腎孟腎炎における活性酸素の役割についても検討し
た。TbeigeJjj菌株としては，皮膚由来の表在性菌，IFO1198株（表在株)，および尿由来の深在性菌，IFM41606株
(深在株）を，実験動物としては，ウイスター系雌性ラットを用いた。上行性T・MgeJiz腎孟腎炎の作成は，酢酸溶
液（0.75％，0.5m』）の経尿道的膀胱内注入に加えて，片側水腎症の作成，あるいはサイクロフォスファミド（200ｍｇ
／kg）の腹腔内投与を組み合わせて行った。酢酸処置のあとに，菌液1.0m’（107コロニー形成単位）を経尿道的に膀
胱内に注入した。腎内XO活性は，被験試料にプテリンを加え，生成されたイソキサントプテリン（IXP）を分光蛍
光光度法によって測定し，IXP濃度で表した。
研究成果は以下のように要約される。
１．表在株では，水腎症の有無，免疫能低下の有無による腎孟腎炎発症には差異が認められず，菌接種１曰後に軽度
の腎孟腎炎が総被験腎の22％（炎症腎数／被験腎数，７／32）に発症し，７曰後には３％（１／32）のみに認められ
たにすぎなかった。２．深在株による腎孟腎炎の発症は，水腎症の有無による影響は認められなかったが，免疫能低
下の有無により大きく異なっていた。１）免疫能を低下させなかったラットでは，菌接種１日後に軽度の腎孟腎炎が
半数（８／16）に認められ，７曰後の発症は認められなかった。２）免疫能を低下させたラットでは，菌接種１曰後
の腎孟腎炎発症率は13％（２／16）と低いものの，TbejgeZij菌体は血管内に侵入し，肺にも高率（56％，９／16）
に播種していた。７日後には腎孟腎炎の発症は69％（11／16）に認められ，その多くは腎実質内に及ぶ高度の炎症で
あったが，腎内生菌数と腎孟腎炎の有無には有意の関係は認められなかった。７曰後の腎内Ｘ○活性は，腎実質内炎
症を有する腎では0.317±0.101nmolIXP／ｍin／mgタンパクであり，炎症を有さない腎に比し，有意に高かった
(ｐ＜0.05)。
以上の結果は，TI6eigeJjjは，上行性腎孟腎炎の起炎菌となりうることを示唆し，さらに免疫能の低下した状態で
の深在性菌による腎孟腎炎は遷延化し，高度化する可能性を示している。また，活性酸素が，本疾患の増悪進行に関
与していることを示唆している。
以上，本研究は腎におけるＴ・bejgeJjtの病原性を基礎的研究により明らかにしたものであり，尿路感染症学に寄与
する労作と評価された。
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